
美濃加茂市地域公共交通活性化協議会（岐阜県美濃加茂市）

（１）地域懇談会を継続的に開催し、住民・利用者のアイデ
アを取り入れて改善に繋げている
（例）通学利用に応じたダイヤ設定、「夜便」の実証運行
の実現、買い物・病院へのアクセス利便性向上など

（２） 「ぎふ清流里山公園」の観光利用について、関係者と
連携して利用環境改善や利用促進に取り組んでいる
→バスでの公園来訪者が約３倍に増加

１．多様な主体の実質的参画

３．自立性・継続性
（１）路線再編で通学に配慮したきめ細かなダイヤ設定をしたため、市内高校へのバス通学利用が、再編

前と比較して約６．５倍に激増
（２）市の事業費（約１．５億円）は県内平均額より低く、再編前と比較して利用が約５倍に増加していること

から投資効果は高い
（３）市の総合計画で「市民の健康増進」を掲げ、バス利用により徒歩やコミュニケーションの機会を増やし、

医療費の削減など中長期的なクロスセクター効果に着目して、市長の強いリーダーシップのもと官民一
体で住民や来訪者が公共交通を使いやすい環境づくりなど、中長期的な視点で取組を進めている。
⇒財政難から地域公共交通の縮小を余儀なくされている全国の模範となる取組

（取組の概要）

（１）全国でも先駆的に、ＱＲコードによるキャッシュレス化や、
SNS（LINE）を活用したバスロケシステムを導入し、
高齢者以外の利用も視野に入れ市民の移動手段を確保。

（２）市民まつり、選挙の期日前投票の期間、運転免許の返納
後の移動支援などの機会で運賃を無料化し、バスでのお
出かけを促進

（３）菓子製造企業がコミバスをデザインした菓子を販売し、そ
の売上げの一部を市へ寄付、利用促進にも寄与。

２．創意工夫

・市民の健康増進のため、医療費の削減などクロスセクター効果に着目して、中期的な視点で住民や来訪
者が公共交通を使いやすい環境づくりを推進。

・地域懇談会の開催による住民等からアイデアの取り入れ、キャッシュレス対応の創意工夫により、利用
者の大幅な増加を実現。
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利用者が5.3倍！
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企業との連携

地域懇談会「バスとまちを考えるおしゃべり喫茶」

キャッシュレスやバス
ロケシステムの導入
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※H29.10に路線再編を
実施
※R1年度は10万人

達成予定・概ね地区ごと（５グループ）で討議
・大学生がファシリテーターに

再編後の利用者1人当たり経費（円）
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